
尾張旭市循環型社会推進会議の資料に関する意見について

１ ごみの排出状況について

（概要説明）

・令和元年度は、前年度から家庭系、事業系ともごみが増加しました。

・今年度（４月~６月）もコロナ渦の影響により、自宅にいる機会が増え、家庭系
ごみが増加（可燃９％、不燃３９％、粗大２０％）しています。

・計画に定める目標達成に向け、これまで以上にごみ減量・資源化の取り組みを進

める必要があります。

【意見】

２ 一般廃棄物処理基本計画の進捗状況について

（概要説明）

・本計画に定める「４４の具体的な取り組み」について、昨年度の実施内容を踏ま

え、今年度の予定を示しています。

・順調に進んでいる取り組みもあれば、そうでないものもあります。また、このコ

ロナ渦の影響により、これまでどおりの実施が危ぶまれる事業があり、厳しい状

況に置かれています。

・今後とも皆さんの御協力、御支援をいただきながら、しっかりと進めていきます。

【意見】

・行政として、廃棄物の処理及び清掃に関する法律、国や愛知県の動向を基本として、市の

地域性・独自性・市民生活の実態を考慮され、より良い方向へと一般廃棄物処理基本計画

が進められていることが理解できました。市が掲げる「健康都市づくり」と「循環型社会

推進」とは密接な関係があると思います。

・ごみ減量には市民の協力が不可欠であり、より広報を強め市民への周知を図るようにされ

たい。

・発生抑制する上で、可燃ごみを細分化推進して、生ごみを分別回収しては。

・資料 1-1 から資料 5まで読み、令和元年度のごみ排出状況の実態を知ることができました。

また、今後の方針や指針がまとめられており、かつ方向性が示されているので、少しづつ

前進していけると思います。

・事業の実施が難しいコロナ禍において、もどかしいのですが、よろしくお願いいたします。

・23項目スーパーで行っている食品トレイの回収を全て回収するように、関係者と協議する。
29項目戸別収集を全市的に導入する方向ですか。30項目ごみ減量をさらに進めるには、
市民への広報と自治会等の協力が欠かせないもの。さらに全市的に広げていくことが必

要。34項目 23項目と同様の取り組みをしていただきたい。39項目製品プラが現行燃え
るごみとしているが、分別回収をされたい。それとプラを極力減らしていく工夫を。

・ごみ回収袋の金額をアップして、抑制推進しては。

・ペットボトルの出し方について、定期回収に含まれていないので出し辛さを感じる。特に、

コロナの影響で、リサイクル広場が閉鎖された時は、とても不便であった。回収方法につ

いて検討して欲しい。



３ 新リサイクル広場の概要について

（概要説明）

・市民が資源ごみを持ち込める「リサイクル広場」は、令和３年３月に市役所南

側に移転する予定です。

・現在回収している資源ごみや運用方法などは、移転後も変更しませんが、リユ

ース品の取り扱いについては見直しを行います。

・立地の良い場所に移転することを機に、より利便性を高め、円滑に運営してい

きたいと考えています。

【意見】

４ 充電式電池の分別促進について

（概要説明）

・小型家電などに使用される充電式電池が原因となる火災が、晴丘センターでは、

昨年８５件、今年度も、６月末日時点ですでに３１件発生しています。

・こうしたことにより、処理施設での大きな被害やごみ処理の停止にも繋がる懸

念が強まっているため、充電式電池のさらなる分別を図っていきます。

・特に、「充電式電池が内蔵されるなどで取り外しが困難な製品」の混入が問題

になることから、小型家電としての資源回収を徹底したいと考えています。

【意見】

・移転先の状態等が分かる図面があると分かりやすいです。

・尾張旭市に限定したことではないが、使い捨てを前提とした製品が多く、不具合が生じた

時の修理体制が社会全体で弱いと思います。物を大事にする観点から修理を積極的に行う

ことは大事なことと思います。

・啓発活動の提供を含めて臨時回収場所を固定して実施してみては。利便性もあり、浸透す

れば改善できるのではと思う。

（例⇒各校区別に、公民館等で月１回リユース+びん・缶等の回収活動をする。）

・広報などにより周知されるように。

・近隣の電気店と提携して、小型家電の分別回収の増設を図っては。



５ 折りたたみ式ごみボックスの貸出について

（概要説明）

・「新しい生活様式」の中で、使い捨てマスクなどを含むごみの散乱防止やカラス被

害の軽減を図るため、ごみ集積所に設置する「折りたたみ式ごみボックス」の貸

出を始めます。

・従来のカラス除けネットと比較して設置場所は限定されますが、ごみ袋をしっか

りとガードできることから、高い効果が期待されます。

・まずは設置を希望される町内会などに使っていただき、その効果測定を行い、今

後の事業検討を進めていく予定です。

【意見】

【その他の意見】

・貸出ということなら申し込みが多いのではないでしょうか。どの様に設置順を決められるの

でしょう。資源回収地区の様に、一部の町内会で利用し、待ち状態が続くのではないでしょ

うか。

・実施に当たり、その計画の終始徹底が必要だと思われ、子どもから大人まで利用する地域住

民への活用意図・説明が大切です。小中学校での授業を通してのマナー・ルール・エチケッ

ト説明、広報での問題提起と情報発信など。

・今年度の 6/7 に、私どもの集積所もカラスに散らかされたので、折り畳み式ごみボックスは

助かります。効果が出て進めていけると良いです。ホームセンターにも販売されていました。

・貸出ではなく、２分の１助成金活用としての推進を望む。

・新型コロナウイルス禍、悪条件・環境のなか、多くの時間と労力を費やしていただいたと思

います。資料 1～5の内容から、過去の具体的な取り組みや実態・状況が理解できました。市

民の健康で文化的な生活確保・社会福祉実現、そのためには、一般廃棄物と都市計画、過去・

現在・未来へと対策を考え、少しでもその問題を解消していかなければならないと思います。

組織作りと継続性、分析と実行だと考えます。

・市民がよく見る広報あさひへ、ごみ減量のちょっとしたアイデア（例えば麦茶パック・だし

パックは絞って水キリ、メモ用紙は雑がみでリサイクルなど）をマンガで書いて掲載するの

はどうですか。


